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　当日は好天でしたが、大寒前の厳しい寒さと強い
北風で、さいたま新都心の駅では「寒い寒い」の声があ
ちこちで聞かれる中、新春賀詞交歓会は講演会、トー
クショー、懇親会と印刷業界の発展に思いを寄せる方々
の情熱でホットな時間となりました。

　 定 刻 16：00
より佐藤副理事
長の開会挨拶に
てスタート。30
年前の 250 社か
ら ３ 分 の 1 に 減
少した組合員数
に危機感を感じ、

増強、退会防止のためにも活気ある活動にご協力をと
の言葉に会場の雰囲気はピリッとしたものに。櫻井副
理事長の講師紹介後、講演開始。
　講演は全日本印刷工業連合会産業戦略デザイン室副
委員長で神奈川県印刷工業組合副理事長の江森克治氏

（㈱協進印刷代表取締役）を講師にお迎えし、「『印刷道』
～ソリューション・プロバイダーへの深化」をテーマに
行われました。
　江森氏は全青協
副議長在任中から
今後の印刷業界に
ついて広く情報を
集め、それを研究、
形にするために産
業戦略デザイン室
を立ち上げ、業界
の今後のビジョン
をわかりやすくテキスト化した『印刷道』の発行に尽力
されており、講演の中でも日本の人口推移やＧＤＰ成
長率などを引用し、印刷業界の現状と今後について懇
切丁寧に説明されました。
　また、この業界がソリューション・プロバイダーと
して変革していくために必要な要素を、①原点回帰、

平成26年 新春賀詞交歓会
～ラフレさいたま～

②ワンストップサービス、③経営者の志、の３つと
し、ソリューション・プロバイダーを６つの類型に分け
て、自社の強みを活かした戦略的な方向性を提示して
各類型についての具体的な事例紹介を行いながら、弱
気になりがちな印刷業界にもまだまだ伸びしろがある
ことを教えていただきました。まとめとして、志高き
経営者の手で、印刷道を実践することにより、新しい

「Insatsu産業」の構築が世界をも変えることができる、
と勇気をいただく講演となりました。
　講演後は、江森氏と当工組 青年部 新 道行氏（たつ
み印刷㈱）惠 勇人氏（㈱埼京印刷）の三者で我が社の
印刷道と銘打って、ぶっつけ本番のトークショーが行わ
れました。江森氏を司会役に、青年部を代表する二人
が自社の印刷道について
語るＱ＆Ａ形式のトーク
ショーで、業態変革への挑
戦や印刷製造スペシャリス
トを目指す「ソウル＆パッ
ション」、地域活性プロモー
ターをゆるきゃらとともに
目指す「地域への恩返し
魂」を語ってくれました。
　第一部は、2014年の幕開けに相応しく大変有意義
なものとなり、特にトークショーにおいては新井理事
長が思い描いていたイメージ通りのものとなり、理事
長の笑顔も印象的でした。

平成26年1月16日（木）、組合員、青年部、関連企業、
報道各社の多数の方々のご参会のもと、盛大に
新春賀詞交歓会が開催されました。

講師：江森克治氏

トークショー：わが社の印刷道

開会挨拶
佐藤副理事長

講師紹介
櫻井副理事長

「第一部」新春講演会

地域活性ゆるきゃら 
たつみ印刷制作「ふっかちゃん」
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崎氏、埼玉県中
小企業団体 中
央会 田島氏より
新年のご挨拶と
業界激励の言葉
を頂戴しました。
　乾杯は、岩渕
副理事長が午年
生まれの参会者
の方々を壇上に迎え、新年の喜びと業界発展を祈念し
て、盛大に乾杯し、暫し歓談。関連企業の皆様の多数
のご出席の中、名刺交換や情報交換が各テーブルにて
行われ、会は最高潮へ。そのような中、アフリカへ行
かれていた牧原議員が成田空港から直接会場へ駆けつ
けてくださり、「埼玉県印刷工業組合顧問代議士」とし
て首相随行秘話やアフリカの情勢などを織り交ぜ、ご
挨拶いただきましたが、成田から直行とは牧原議員の
バイタリティと男気には恐れ入りました。
　楽しい時間の経つのは早いもの。中締めの時間となり、
主管地である浦和・㈱央浦印刷社 星野様にきっちり締
めていただき、最後に櫻井副理事長による閉会の言葉
でおひらきとなりました。

　熱い講演の後
は、恒例の賀詞
交歓会の開宴で
す。今回は趣向
をかえて、入場
時よりグループ
鈴音の女性５名
による格調高い
琴の演奏（春の海や荒城の月・さくら等）を聴いていた
だき、心落ち着けて新春らしく着席。

　ご来賓に、衆議院議員 牧原秀樹
様、埼玉県議会議員 宮崎栄治郎様、
埼玉県中小企業団体 中央会 専務理
事 田島俊秀様、講演から引き続いて
全日本印刷工業組合連合会産業戦略
デザイン室副委員長 江森克治様をお
迎えし、青年部 新会長の元気のよい
開会の言葉に続いて、新井理事長の
新年の挨拶、「新年にあたり、「おも
てなし」に徹して、お迎えしました。
本日は大いに楽しんでいただきたい。
業界は大変厳しい中にあるかもしれ
ないが、印刷道を実践し、全国の仲
間で情報を共有しながら育みあうよ
うにして成長していきましょう。」と
熱いエールが述べられました。
　来賓挨拶は安倍首相に帯同してア
フリカに行かれている牧原議員の代
理で秘書の柳井氏、県議会議員の宮

年男集合で乾杯

「第二部」賀詞交歓会

グループ鈴音による琴演奏

来賓：衆議院議員
牧原秀樹様

来賓：埼玉県議会議員
宮崎栄治郎様

来賓：埼玉県中小企業団体
中央会 田島俊秀様

新年挨拶
新井正敏理事長

関連企業挨拶
溝口泰男社長

司会：市川常務理事
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埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　　　　　　PRINTNEXT報告
　2014年2月15日
に 開 催 さ れ ま し た
「PRINTNEXT2014 
in WINC AICHI」へ
埼玉県印刷工業組合
青年部の研修事業と
して総勢10名にて参
加してまいりました。
大雪の影響で来られ
ないメンバーもいた
中でしたが、名古屋
の天気は前日から雨
になり当日は無事に
開催されました。
　プリントネクスト
は、全国青年印刷人
協 議 会 、 全 国 印 刷
緑友会、社団法人日本グラフィックサービス工業会
space21、日本青年会議所メディア印刷部会の印刷に
関わる青年会４団体で２年に一度開催されている大会
です。2004年からプリント４として始まり2007年か
らはプリントネクストとして４回目になります。
　今回の大会テーマは「常識をぶち壊せ！当事者の
時代」～新たな価値観と知識、判断力がこれからの
Insatsuの未来を創造する～いま、過去に例を見ない
多面的変化の時代において今までの常識を一掃し考え
をリセットして新たな価値と常識を創っていくことで
未来を切り開いていくという強いメッセージがありま
した。メインフォーラムとしては陸上競技メダリスト
の為末 大氏が「遊びに学ぶ、夢中の力」～考え方で仕
事が変わる、自分が変わる～をテーマに、トレーニン
グコーチをつけるという常識を壊し独自の理論に裏打
ちされた練習方法にて、過去の日本人が成し遂げられ
なかった領域に達するまでのご自身の経験を話されま
した。

　メインフォーラム２として、一橋大学イノベーショ
ン研究センター教授の米倉誠一郎氏の講演「創発的破
壊～イノベーションと当事者意識～」と後半はパネル
ディスカッションがユニークな経営の印刷会社5社に
て行われました。新たな視点や思考を持ち行動し、自
分自身の思考枠組みの大転換パラダイムチェンジする
ことが今必要であり、新たな創造やチャレンジをする
ことにより自分や会社を変革していかなくては新たな
未来のビジョンは見えてこないとのメッセージが込め
られていました。その後は分科会に移り、6ブロック
で6つの分科会が開催され、関東ブロックでは「ゲー
ム作りの技術をビジネスに生かせ」というテーマで
ARGとゲーミフィケーションの内容を中心にゲームの
魅力を感じる
分科会となり
ました。
　最後に懇親
会も同会場に
て行われ、大
会は終了しま
した。今大会
の 登 録 数 は
600名を超え、
しかも同世代
の経営者が一
堂に集まる場
は他にはない
魅力を感じた
次第です。埼
玉の参加メン
バーも全国の
若手経営者と
共通するテー
マや課題、方向性などおおくの価値観を共有すること
ができた研修事業になったと思います。
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埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　　     　　 第27回全国協議会
　２月16日（日）、名古屋のウインクあいちにて、全
青協の第27回全国協議会が開催されました。
　まず滝澤議長より2012年、2013年の「ブランディ
ング」の活動報告から始まり、全印工連の島村博之会
長より共感された書籍を紹介しながら経営者としての
考え方や組合のトップとしての責任感などについて講
演して頂きました。
　「ブランディング」事例発表には、中部ブロックの飴
徹副議長より印刷業から情報加工産業へ転換した事例
の発表がありました。
　次年度議長に、東青協議長の大木啓稔（㈱泰清紙器
製作所）が推薦され、満場一致で承認を頂いた後に、
新議長より９ブロックの正副議長９名と議長指名副議
長２名が発表されました。
　私は、２012、2013年と関東甲信越静ブロック副
議長として「ブランディング」を軸に、関東10県の青
年印刷人の同志と貴重な体験と出会いをさせて頂きま
した。

　2014、2015年は、議長指名副議長として、議長の
お手伝役となり、全国の青年印刷人のみなさんが元気
が出るような全青協をめざし、自分の能力以上の力を
発揮して任務を果たしたいと思います。

（株式会社埼京印刷 　惠　勇人）



No.130
埼 印 工 だ よ り

（6）

株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工

訃 報

平成25年11月24日　　㈱文化新聞社（狭山・所沢・飯能支部）

　　　　　　　　　　　　専務　ご令室　吉田玖美子様（74歳） 

平成25年12月13日　 　設楽印刷機材(株)（関連企業）

　　　　　　　　　　　　相談役　設楽宗平様（93歳）

ご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、
心からご冥福をお祈りいたします。
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豊かな新世紀を拓く！
新しい時代の「企業づくり」のアドバイザー

●印刷関連機器・材料販売
●Macintosh・Windows出力・教育・保守サービス
●ITビジネス支援事業

我が社の

ZOOM UP! 社員
すてき　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の

事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第２回目は、株式会社 六三四堂印刷さんです。

Vol.２ 株式会社 六三四堂印刷

　弊社では昨年５月で創業80周年を迎える
ことができました。
　皆様もご存知のように、私達の業界も次第
に厳しさを増しております。しかし、常に私
達はお客様にご満足頂けるよう日々努力す
る中でお客様が日頃抱えている問題解決に
取り組み、お客様と共に成長し、強固な信頼
関係を築いていきたいと日夜考えています。
　ここにご紹介いたします事務員の志村さ
んと河島さんは明るい笑顔と報・連・相で
営業マンを強力にサポートしています。こ
れからもお客様を笑顔でお迎えし、ご満足
いただけるよう努め、明るい職場づくりに
一役買ってくれることと思います。

総務部　志村綾子さん（左）、河島　瞳さん（右）
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紙 上 作 品 展
2014

作品募集中!
皆様のすてきな作品を募集しています。
応募、お問い合せは埼玉県印刷工業組合事務局まで。
奮ってご応募ください。

 秩父夜祭り「祭りの主役」　　
深町満夫　　（株）深谷カーボン

 秩父夜祭り「Kabuki」
深町満夫　　（株）深谷カーボン

 秩父夜祭り「大物」　　
深町満夫　　（株）深谷カーボン
12月１日から６日にわたって開催される「秩父
夜祭」を、地元の住民たちは端的に「冬まつり」と
云う。また近郷近在では「妙見まち」、北関東一
帯の養蚕農家では「お蚕まつり」、そして東北か
ら関東一円の露天商は「妙見さんの大市」と呼び
慣わしてきた。

 終着駅　　宮田敦彦　　六三四堂印刷（株）
〈JR東日本 青森駅〉　上野と青森を結ぶ寝台特急「あけぼの」もいよいよ
廃止。上野発の夜行列車も一層寂しくなります。 

 安比奈線雪景　　宮田敦彦　　六三四堂印刷（株）
〈川越市 池辺地内〉　レールも撤去されず、あくまでも休止線の西武安比
奈線。大雪で築堤もはっきりとその姿を現してくれました。
架線柱もいいアクセントになっています。


